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自己認知と相互独立恥相互協調的自己観

ならびに自記の側面の重要鰭との関係

筑波大学心理学系 外山 美樹
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The relations be紬een self－perCeptlOn and bothindependent andinterdependent construal

Of selfand domainimportance of self
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ポジティブ・イリュージョン（positiveillusion）

とは，自己高揚的動機に基づく認知バイアスのこと

であり，「実際に存在するもの・ことを，自分に都合

良く解釈したり想像したりする精神的イメージや概

念」と定義される（取ylor＆Br珊n，1988）．

従来の正確な自己客観視を精神的健康の必要条件

とする考え方とは対照的に，近年，欧米では，ポジ

ティブに傾いた自己概念をもっていることが精神的

に健康であるとするポジティブ・イリュージョンの

考え方が実証的に確認され，理論化が進展している．

わが国では，外山・桜井（2001）が，多次元的な

自己認知の側面を設定し，日本人青年におけるポジ

ティブ・イリュージョン現象の存在の有無を検討し

た．その結果，日本人青年においては，ポジティ

ブ・イリュージョン現象1）が見られる側面と，逆に

ネガティブ・イリュージョン現象2）が見られる側面

のあることが判明した．従来の研究と山致して，能

力や才能などの側面や社交性，あるいは外見におい

ては，ネガティブ・イリュージョン現象が見られ

た．しかし，調和性や誠実性の側面では，ポジティ

ブ・イリュージョン現象の存在が確認された．

ところで，ポジティブ・イリュージョン現象がな

ぜ生じるのか，より具体的には，欧米人においては

様々な領域，側面において一貫したポジティブ・イ

リュージョン現象が見られるのに対して，われわれ

日本人においては，ポジティブ・イリュージョン現

象が見られる側面がなぜ限定されるのか，について

の直接的な検討はこれまでなされていない、

しかし，これらの問いに対して解決の糸口を与え

1）集団において，多数の人が（統計上有意に），他者（平

均的な人）に比べて自分の性格，将来，統制の方が上

であるとみなす現象．

2）集臥こおいて，多数の人が（統計上有意に），他者（平

均的な人）に比べて自分の性格，将来，統制の方が下

であるとみなす現象．
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てくれる，東洋人と西欧人の自己の文化差を説明づ

ける試みはいくつかある（ex．

1980；Kasbima＆甘iandis，1986）．

＆Kitayama（1991）は，「相互独

（independentconstrualofself）」と

Fry＆Ghosh，

このうちMarkus

立的 自 己観

「相互協調的自

己観（interdependent construalofself）」の概念を
用いて，異なった文化における自己の様態を同一の

枠組みで捉える理論的試みを提唱している．

相互独立的自己観とは，自己は他者から独立した

ものととらえられ，自律的であることや独自の特性

を見つけ表現することが大切と考えられている．自

己とは他の人や周りのことごととは区別され，切り

離された実体であり，自己は周囲の状況とは独立に

その中にあるさまざまな属性によって定義されてい

る（北山・唐津，1995）．もっぱら欧米文化に多く見

られる考え方とされている．

これに対して，相互協調的自己観とは，人間相互

の基本的なつながりを重視し，関係のある他者と調

和することが大切と考えられている．自己は他者か

ら明確に分離しておらず，他者が自己の境界の中に

入っている．それゆえ，自己とは他の人や周りのこ

とごとと結びついて，高次の社会的ユニットの構成

要素となる本質的に関係志向的実体であり，自己の

定義はある特定の状況や周囲の他者の性質によって

大きく異なる．日本を含むアジア文化に多く見られ

る考え方とされている．

この考えに従うと，相互協調的自己観を有すると

言われるわれわれ日本人のポジティブな自己像は，

西欧人の独自性を表出すること，自己主張すること

ではなく，他者との調和を育むこと，協調を維持す

ることなどによって得られる．そこで，集団志向的

で周囲の人々との調和や一致を重んじるといわれる

日本人には，個人を他者から際だたせる特性の社交

性や知性あるいは外見よりは，やさしさやまじめさ

といった側面においてポジティブ・イリュージョン

が見られたのではないかと考えられる．つまり，集

団の一員として重要であると考え，それをおもてに

出しても集団に受け入れられる自己の特性（調和性

や誠実性）ではポジティブ・イリュージョンが見ら

れ，個人としては重要であると考えるかもしゴtない

が，それをおもてに出すと集団からネガティブに評

価されると考えられる自己の特性（知性や外見な

ど）についてはネガティブ・イリュージョンが見ら

れたのだと言えよう．このように考えるならば，そ

の社会で規範的な自己の特性ほどポジティブ・イ

リュージョンが生じやすいと考えられる．

しかし，これらのことはまだ推論の域を超えてい

ない．そこで，本研究では，日本人においてポジ

ティプ・イリュージョン現象とネガティブ・イ

リュージョン現象が見られる側面が存在するのかの

所以を検討すべく，ポジティブ・イリュージョン

（ならびにネガティブ・イリュージョン）現象の観

点から，自己認知と相互独立】相互協調的自己観と

の関連性を探ることを第1の目的とする．

また，瀧ylor＆Brown（1994）は，特に自己に

とって重要な側面においてポジティブ・イリュー

ジョンが見られることを報告している．そこで，自

己高揚的な認知とその側面における重要性との関連

性を探ることを第2の目的とする．個人がその側面

を重要に思うほど自己高揚的な認知を示す，すなわ

ち自己の側面の重要性と自己認知との間には正の相

関関係があるものと予想される．

自己認知と相互狐立脚相互協調的自己観ならびに

自己の側面の重要性との関連性を探ることは，日本

人におけるポジティブ・イリュージョン現象ならび

にネガティブ・イリュージョン現象の全体像を探る

ことにおいて，一一助となるものと考えられる．

方 法

破調査者

茨城県の国立大学生197名（男子71名，女子126

名）．被調査者の平均年齢は，20．39歳（Sか＝2．03）

であった．

質問紙

以下の質問紙を用いた．

（1）自己認知尺度：外山・桜井（2001）の“ポジ

ティブ・イリュージョンに関する質問紙”の「自己」

の領域を用いた．社交性（ex．“社交的である”），知

的能力（ex．“頭の回転が速い”），調和性（ex．“親切

である”），誠実性（ex．“誠実である”），身体的望ま

しさ（ex．“魅力的である”）の5つの下位分類，各

5項目から構成される．また，「ポジティブ」と「ネ

ガティブ」の下位尺度を設定して分析を行った．

「ポジティブ」というのは，外山・桜井（2000）にお

いて，ポジティブ・イリュージョン現象〔集団にお

いて，多数の人が（統計上有意に），他者（平均的な

人）に比べて自分の能力や性格の方が上であるとみ

なす現象〕が見られた項目群である．「ネガティブ」

というのは，外山・桜井（2000）において，ネガ

ティブ・イリュージョン現象〔集団において，多数

の人が（統計上有意に），他者（平均的な人）に比べ

て自分の能力や性格の方が‾Fであるとみなす現象〕

が見られた項目群である．7段階評定（…3～＋3

点）である．「同じ大学に通う一般的（平均的）な大

学生と比べてあなたは」と評定を求める相対的方法
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′払blel相互独立…相互協調的自己観との相関係数

137

相互独立性 相互協調性

自己認知稚尺度
全体 個？欝■狭純 金体 濃栗忘評価懸念

ポジティブ
．13＊ ．15＊ ．09 ．06 ．08 ．01

ネガティブ
．34＊＊ ．40＊＊ ．21＊＊ 冊．13

．09 仙．28＊＊

注）＊♪＜．05，＊＊♪＜．01．乃＝197．

Tbble2 群別における基礎統計

相互独立性 乃 相互独立性得点（ぷ）） 「ポジティブ」得点（ぶか）「ネガティブ」得点（Sか）

低群 108 27．75（3．63） 43．91（．76） 33．79（．86）

高群 88 37．28（3．55） 46．98（．88） 39．28（．98）

相互協調性 邦 相互協調性得点（ぷ）） 「ポジティブ」得点（£か）「ネガティブ」得点（Sか）

低群 100 32．57（2．44） 44．11（．78） 36．08（．87）

高群 96 39．68（3．55） 46，78（．87） 36．99し96）

を用いた．

（2）相互独立仙相互協調的自己観尺度：高田・大

本・清家

観（以下，

観（以下，

る．また，

（1996）の尺度を用いた．相互独立的自己

“相互独立性”と略す）と相互協調的自己

“相互協調性”と略す）の下位尺度から成

相互独立性は，他者とは異なる自分自身

を認識し表現する「偶の認識・主張」と他者に配慮

せず自分の判断で行動する「独断性」から，相互協

調性は他者との対立の回避や協調を重視する「他者

への親和・順応」と他者を意識し評価を気にする

「評価懸念」の各々2つの下位尺度から成る．相互

独立性ユ0項目，相互協調性10項目の計20項目から構

成され，5段階評定（1～5点）であった．

（3）自己の側面の重要性尺度：「自己」の5つの下

位分類（社交性，知的能力，調和性，誠実性，身体

的望ましさ）について，“あなたにとってどれくら

い重要であるのか”を“全く重要ではない（1点）”

から“非常に重要である（5点）”の5段階評定（1

～5点）で回答させた．得点が高いほど，その側面
を重要に思っていることを示す．

手続き

上記の尺度が講義終了後に集団形式で実施され

た．

結果と考察3）

（り 自己認知と相互独立一相互協調的自己観と

の関連性

相互独立性尺度（全体）の平均値（Sか）は，32．03

（5．95），α係数は．78，相互協調性尺度（全体）の平

均値（ぷ））は，36．04（4．44），α係数は．63であっ

た．また，相互独立性下位尺度の「偶の認識・主張」

の平均値（ぷ））は，12．14（2．94），α係数は．73，

「独断性」の平均値（S∂）は，19．88（3．90），α係

数は．69であった．そして，相互協調性下位尺度の

「他者への親和・順応」の平均値（S∂）は，22．13

（2．80），α係数は．80，「評価懸念」の平均値（£か）

は，13．90（2．96），α係数は．71であった．

まずは，相互独立一相互協調的自己観尺度と自己

認知下位尺度の相関係数を求めたところ（′払blel

参照），「ネガティブ」と相互独立性尺度（全体）な

らびに相互独立性の【F位尺度である「偶の認識・主

張」，「独断性」と正の相関係数が得られた（順に，

．34，．40，．21，少＜．01）．また，相互協調性の【F位
尺度である「評価懸念」と負の相関係数が認められ

たト．28，♪＜．01）．川一方，「ポジティブ」において

は，相互独立性尺度（全体）ならびに相互独立性の

下位尺度である「偶の認識・主張」においてのみ弱

い正の相関係数が得られた（順に，．13，．15，

♪＜．05）．

次に，相互独立性尺度得点の平均値（32．03），相

互協調性尺度の平均値（36．04）に基づいて各々高

評，低群を設けた（瀧ble2参照）．そして，「ポジ

ティブ」ならびに「ネガティブ」を従属変数，相互

独立性（低群・高群），相互協調性（低群・高群）

を独立変数とする2要因分散分析を各々行った．

3）本研究では，自己認知と相互独立一相互協調的自己観

ならびに自己の側面の重要性の関係を探ることを目的

とするため，また紙面の関係上，自己認知尺度におけ

る詳細な検討は記載しない．詳細は，外山・桜井

（2000，2001）を参照のこと．
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その結果，「ポジティブ」においては，相互独立

性，相互協調性の主効果が見られ（ダ（1，196）＝

6．98，♪＜．01；ダ（1，196）＝5．28，♪＜．05），各々相

互独立性，相互協調性が高い人が「ポジティブ」得

点が高いことが示された（1もble3参照）．なお，交

互作用は有意とならなかった．そこで，相互独立性

低群・高評，相互協調性低群・高群の組合せにおい

て4群を設定し（℃1ble4参照），「ポジティブ」を従

属変数とする一元配置の分散分析を実施した．その

結果，群間における差が見いだされ（ダ（3，192）＝

3．07，少＜，05），多重比較（取key法）を行ったとこ

ろ，相互独立性，相互協調性がともに高い群（HH

群）がともに低い群（LL群）よりも「ポジティブ」

得点が高いことが明らかにされた（瀧ble4，Rg．1

参照）．

一方，「ネガティブ」においては，相互独立性に

おいてのみ主効果（ダ（1，194）＝17．95，ク＜．01）が

認められ（「払ble5参照），相互独立性が高い人が

「ネガティブ」得点が高いことが示された（7ゝble2

参照）．なお，交互作用は有意とならなかった．

本研究の結果より，「ネガティブ」，すなわち日本

人においてネガティブ・イリュージョン現象が見ら

れた側面においては，わが国の文化の影響を受けに

くい相互独立性の高い人ほど自己高揚的な認知をす

ることがわかった．「ネガティブ」の側面とは，知

的能力や身体的望ましさといった特性で，そうした

℃ぬ1e3「ポジティブ」における分散分析表

S5 軒 肪 ダ

相互独立性（∋

相互協調性②

①×②

誤差

395．97 1

299．81 1

．16
10899．46

395．97 6．98＊＊

299．81 5．28＊

．16 ．00
192 56．77

全体 11422．75 195

注）＊ク＜．05，＊＊ク＜．01．

側面で自己高揚することは，日本の文化においては

集団の成員からネガティブに評価される可能性が考

えられる．そこで，こういった側面で自己高揚でき

るのは，わが国の文化的影響を受捌こくい人なので

あろうと示唆される．

ところで，高田・松本（1995）や高田（1999）は，

青年が自己を再構成していく際に，相互独立性の発

達はむしろ抑制されると報告している．青年期は生

涯発達的に見ても相互独立性の水準が低く，知的能

力や身体的望ましさといった側面で自己高揚を行う

ことは，日本の文化における集団の成員からネガ

ティブに評価される，つまり日本文化には適合しな

いと過敏に察するので，こういった側面では自己卑

下的な認知を示し，結果として日本人集団において

0

∩7

8

7

6

5

4

つ．」

つん

1

0

■ヽ）

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」

得点

とと 1〃 〃1 〃〃

Rg．1相互独立性・相互協調性によるタイプ別におけ

る「ポジティブ」得点の平均値

注）LL群：相互独立性低群＋相互協調性低群．

LH群：相互独立性低群＋相互協調性高評．

HL群：相互独立性高群＋相互協調性低群．

HH群：相互独立性高群＋相互協調性高評．

Table4 4群別における基礎統計

群 柁 相互独立性得点（ぶか） 相互協調性得点（ぶ∂） 「ポジティブ」得点（S∂）

LL 38

LH 70

HL 62

HH 26

28．74（2．50）

27．21（4．03）

37．60（3．97）

36．弘（2．14）

33．08（2．68）

39．70（2．30）

32．29（2．98）

39．62（2．83）

42．61（7．10）

45．21（7．77）

45．61（7．34）

48．35（7．96）

注）LL群：相互独立性低群＋相互協調性低群．

LH群：相互独立性低群＋相互協調性高群．

HL群：相互独立性高群＋相互協調性低群．

HH群：相互独立性高群＋相互協調性高群．
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はネガティブ・イリュージョン現象が見られるもの

と示唆される．

一方，「ポジティブ」，すなわち日本人においてポ
ジティブ・イリュージョン現象が見られた側面にお

いては，相互独立性，相互協調性ともに関係が見ら

れ，われわれ日本人の典型的な自己観（相互協調性

が高くかつ相互独立性が低い）においてのみ関係が

あるというわけではなかった．「ポジティブ」の側

面とは，調和性や誠実性といった特性で，こうした

われわれの文化における集団の一員として重要であ

ると考えられる側面においては，日本人においても

欧米人と同様にそれをおもてに出し，自己高揚して

もよいと考えるので，相互独立性の傾向が高い人ば

かりでなく，日本人に多いとされる相互協調性の高

い人でも自己高揚的な認知をするものと解釈でき

る．これらの結果は，その社会で規範的な自己の特

性ほどポジティブ・イリュージョン現象が生じやす

いことを示唆するものである．

（2）自己認知と自己の側面の重要性との関連性

自己認知の5側面における重要性の項目平均

（5か）は，社交性が3．94（．77），知的能力が4．12

（．84），調和性が4．54（．65），誠実性が3．57（．96），

身体的望ましさが3．42（．96）であり，調和性の重

要性得点が高く，身体的望ましさの重要性得点が低

かった．

次に，自己認知下位分類（社交性，知的能力，調

′mble5「ネガティブ」における分散分析表

5S 軒 肪 ダ

相互独立性①

相互協調性②

①×②

誤差

1249．27 11249．2717．95＊＊

34．40 1 34．40
．49

8．49 1 8．49
．12

13221．76 190 69．59

全体 14531．94 193

注）＊＊♪＜．01．

和性，誠実性，身体的望ましさ）について各々5項

目の得点を足し合わせ，その合計得点とその側面の

重要性の項目平均得点との相関を求めたところ，

′払ble6に示す通りになった．自己認知とそれに対

応する重要性との相関係数はいずれも有意（有意傾

向も含む）となっており（社交性で．19（♪＜．01），

知的能力で．12（♪＜．10），調和性で．20（♪＜．01），

誠実性で．32（♪＜．01），身体的望ましさで．25（♪＜

．01）），個人が各側面を重要に思うほどその側面に
おいて自己高揚的な認知をすることが明らかにされ

た．取ylor＆Brown（1994）は，自分にとって重要

な側面において自己高揚的な認知をする傾向のある

ことを指摘しているが，本研究の結果も瀧ylor＆

Brown（1994）の主張を裏づけるものであった．

まとめと今後の課題

本研究では，自己の文化差を説明づける概念の1

つとして，相互独立的…相互協調的自己観に焦点を

当てて，ポジティブ・イリュージョン（ならびにネ

ガティブlイリュージョン）現象のメカニズムを

探った．その結果，われわれ日本人においてネガ

ティブ・イリヘエージョン現象が見られる側面におい

ては，相互独立性と関係があり，ポジティブ・イ

リュージョン現象が見られる側面においては，相互

独立性，相互協調性ともに関係があり，文化的自己

観がわれわれ日本人においてイリュージョン現象が

見られる側面に影響を及ぼしていることが改めて確

認された．

しかし，北山（1998）も述べているように，文化

的自己観は社会的表象であり，必ずしも個人的・認

知的表象ではない．つまり，ある文化に属する人，

例えば日本人全員が一様な相互協調的自己観を持つ

わけではもちろんない．しかし，社会的表象は何ら

かの形で認知的表象に反映され，個人の自己スキー

マや様々な自己概念等の自己認識に影響されるもの

と考えられる．

瀧ble6 自己認知の5側面における重要度との相関係数

自己認知下位分類
重 要 度 評 定

社交性 知的能力 調和性 誠実性 身体的望ましさ

．19＊＊

一．05

．08

，08

．12

紹＝197．

社交性

知的能力

調和性

誠実性

身体的望ましさ

注）†♪＜．10，＊＊タ＜・01．

－．11 ．04 …．02 ．07

⊂二亘亡】
・05 ・07 ・10

ー．02

．04

．11

．20＊＊
23＊＊

06

．10 ．03

．32＊＊
10

…．02

．25＊＊
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そこで，本研究では，個人の“自己の側面の重要

性”にも焦点を当てて検討を行った．その結果，

取ylor＆Brown（1994）の指摘通り，自分にとって

重要な側面において自己高揚的な認知をする傾向の

あることが明らかにされた．これは，日本文化で優

勢な文化的自己観の規定が，個人の自己スキーマに

取り込まれたことを含意しているものと解釈できる

かもしれない．つまり，社会的表象である文化的自

己観として，日本の社会においては誠実性や調和性

が重要視されていることを個人的・認知的表象に反

映させることによって，自分にとって重要であると

思う側面において，ポジティブ・イリュージョンが

形成されるのかもしれない．

しかし，社会的表象と個人的・認知的表象の直接

的な関係においては，本研究では検討されておら

ず，今後詳細に検討していかなければならないであ

ろう．また，自己認知との間には，これまで様々な

心理的特性との関連性が見いだされているが（ex．

外山，1999，2001），今後は，これらの要因間の構造

をより適切に捉え，ポジティブ・イリュージョン

（ならびにネガティブ・イリュージョン）のメカニ

ズムのモデルを提出していきたい．
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